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内容要旨
［目的］骨再生医療において、再生される骨組織は、構造だけでなく、骨組織に加わる外力や、その結
果生じる歪みに耐えうる強さを持つ必要がある。骨組織の強さは、骨密度だけでなく、骨基質の物理化
学的性質に依存する。従来、骨再生は石灰化物の形成速度や量を指標に研究されてきたが、石灰化物の
物理化学的性質は殆ど解析されていない。骨芽細胞による石灰化物形成のためには、アスコルビン酸、
グルココルチコイド系ステロイド（デキサメタゾン［Dex］やヒドロコルチゾン[Hcol）、 βーグリセロリン
酸の3種類の試薬を用いる。近年ではグルココルチコイド系ステロイドを添加しない報告も多く、石灰
化物形成におけるその役割は不明である。そこで本研究では、グルココルチコイド系ステロイドが、骨
芽細胞により形成される石灰化物の物理化学的性質に及ぼす効果を解析した。
［方法］猶殖培地（コントロール培地）、アスコルビン酸とβーグリセロリン酸を含む培地 (Dex日分化
培地）、合成グルココルチコイド系ステロイドであるデキサメタゾンを含む分化培地 (Dex[t］分化培地）
でマウス骨芽細胞様細胞株MC3T3-El細胞を培養した。石灰化をアリザリン赤とコッサ法で、石灰化物の
化学組成をレーザーラマン分光分析法で、かたさを準静的および動的ナノインデンテーション法で解析
した。
［結果lDexト］分化培地とDex[t］分化培地で培養した細胞はアリザリンレッドおよびコッサ染色陽性の
石灰化物を形成した。両培地で培養したMC3T3-El細胞が形成した石灰化物のアリザリンレッドを定量
することで、沈着したカルシウム量を継時的に測定すると、両培地聞に差はなかった。レーザーラマン
分光分析法により、 Dex［十］分化培地で形成された石灰化物はDexトl分化培地で形成されたものに比べ、
アパタイトリン酸の含有量が有意に増加し、炭酸塩の含有量は有意に減少した。また、ナノインデンテ
ーション法で分析すると、準静的および、動的解析のどちらの結果においても、 Dex[t］分化培地で培養し
たMC3T3-El細胞は、 DexH分化培地で培養した場合に比べ有意にかたい石灰化物を形成した。また、
使用するグルココルチコイド系ステロイドをHcoに変えても、 Dex使用時と同様の傾向を示す結果が得
られた。
［結論］本研究より、ハイドロキシアパタイトを多く含む、より生体の骨組織に近い石灰化物形成には
グルココルチコイド系ステロイドの添加が必要である可能性が示唆された。今回の実験で用いた、硬組
織の物理的および化学的性質の定量的評価方法は、骨移植・骨再生技術の向上や、より良い人工骨・培
養骨作製の条件を明らかにするうえで極めて有用であると考えられる。
